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漱
石
は
若
い
と
き
か
ら
と
ら
え
よ
う
の
な
い
不
安
に
１
ナ
ヤ
ま
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
不
安
を
晴
ら
す
た
め
の
参
禅
だ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か

し
言
葉
の
人
で
あ
る
漱
石
に
と
っ
て
、
言
葉
の
対
極
に
あ
る
禅
は
手
を
触
れ
え
な
い
世
界
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
不
安
は
つ
い
に
解
消
し

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
２
ゾ
ウ
シ
ョ
ク
し
つ
づ
け
た
。
い
わ
ば
漱
石
の
根
源
的
不
安
で
あ
り
、
ａ
心
の
癌
だ
っ
た
。
Ｊ
こ
の
不

安
こ
そ
が
の
ち
に
漱
石
を
偉
大
な
作
家
に
育
て
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

漱
石
は
正
岡
子
規
と
同
じ
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
年
）
生
ま
れ
だ
か
ら
、
満
年
齢
が
明
治
の
年
数
と
一
致
す
る
。
漱
石
は
東
京
、
子
規
は

四
国
松
山
の
生
ま
れ
だ
が
、
一
高
（
第
一
高
等
中
学
校
）
で
出
会
う
と
生
涯
の
友
と
な
っ
た
。
し
か
し
子
規
が
そ
の
短
い
生
涯
、
明
治
の
国

家
主
義
の
優
等
生
と
し
て
生
き
た
の
に
対
し
て
、
漱
石
は
国
家
主
義
か
ら
の
自
覚
的
な
３
ダ
ツ
ラ
ク
シ
ャ
と
な
っ
た
。 

 

理
由
と
し
て
ま
ず
思
い
当
た
る
の
は
漱
石
の
生
い
立
ち
で
あ
る
。 

 

子
規
は
幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
た
が
、
母
八
重
と
そ
の
実
家
の
大
原
家
の
人
々
に
大
事
に
育
て
ら
れ
た
。
兄
思
い
の
妹
律
も
い
て
、
晩
年

寝
た
き
り
に
な
っ
て
も
八
重
と
律
が
自
己
４
ギ
セ
イ
的
な
介
護
を
し
た
。
病
気
の
た
め
結
婚
は
し
な
か
っ
た
が
、
母
と
妹
と
い
う
身
近
な
二

人
の
女
性
に
愛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
、
ど
れ
ほ
ど
子
規
に
自
信
を
与
え
た
か
。
こ
の
二
人
の
愛
情
が
子
規
を
大
地
に
根
づ
か
せ
た
。

い
わ
ば
日
本
古
来
の
母
権
社
会
に
子
規
は
生
き
て
い
た
。
こ
れ
が
子
規
を
無
上
の
楽
天
家
に
し
、
「
明
治
の
子
」
と
し
て
ま
っ
す
ぐ
に
歩
ま

せ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

一
方
の
漱
石
は
子
規
と
は
反
対
に
母
の
ぬ
く
も
り
を
知
ら
ず
育
っ
た
。
六
人
兄
弟
の
末
っ
子
に
生
ま
れ
、
母
親
の
乳
が
出
な
か
っ
た
の
で

生
後
す
ぐ
里
子
に
出
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
里
親
が
漱
石
を
笊ざ

る

に
入
れ
て
夜
店
に
さ
ら
し
て
い
る
の
を
、
実
家
が
ｂ
見
る
に
見
か
ね
て
引
き
取

っ
た
。
そ
の
後
、
ま
た
養
子
に
出
さ
れ
、
漱
石
が
実
家
に
戻
っ
た
の
は
九
つ
の
と
き
だ
っ
た
。 

一 

次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 



 

漱
石
の
小
説
の
美
し
い
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
が
と
き
に
冷
や
や
か
で
意
地
悪
な
印
象
を
漂
わ
せ
る
の
は
、
Ｋ
そ
の
せ
い
で
は
な
い
か
。
母
親
は

人
生
で
最
初
に
出
会
う
女
性
で
あ
る
。
子
ど
も
時
代
に
母
親
と
縁
が
薄
か
っ
た
こ
と
が
、
漱
石
に
女
性
へ
の
ア
懐
疑
を
植
え
つ
け
た
の
で
は

な
い
か
。
漱
石
に
生
涯
つ
き
ま
と
う
不
安
の
根
源
は
こ
こ
に
あ
り
そ
う
だ
。 
 

し
か
し
漱
石
を
明
治
の
ダ
ツ
ラ
ク
シ
ャ
に
し
た
決
定
的
な
要
因
は
ロ
ン
ド
ン
留
学
だ
っ
た
。
そ
こ
で
の
５
ザ
セ
ツ
が
漱
石
を
国
家
主
義
と

は
別
の
位
置
に
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。
漱
石
は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
か
ら
二
年
間
、
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
す
る
。
明
治
政
府
は

文
明
開
化
策
の
一
環
と
し
て
欧
米
の
優
れ
た
学
者
を
日
本
に
招
き
入
れ
る
一
方
、
日
本
の
有
望
な
青
年
を
留
学
さ
せ
て
西
洋
文
化
を
学
ば
せ

た
。 今

と
違
っ
て
明
治
の
留
学
は
国
家
事
業
だ
っ
た
。
漱
石
の
留
学
も
英
語
研
究
を
目
的
と
し
、
年
間
千
八
百
円
の
留
学
費
と
三
百
円
の
留
守

宅
手
当
が
文
部
省
か
ら
支
給
さ
れ
た
。
そ
の
年
の
秋
、
プ
ロ
イ
セ
ン
号
で
横
浜
港
を
出
航
し
た
と
き
、
漱
石
は
明
治
の
国
家
的
使
命
と
期
待

を
背
負
っ
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
ロ
ン
ド
ン
に
住
み
は
じ
め
た
漱
石
は
た
ち
ま
ち
ｃ
壁
に
直
面
す
る
。
古
来
、
日
本
の
知
識
階
級
が
親
し
ん
で
き
た
漢
詩
文
と
違

っ
て
西
洋
文
学
は
と
て
も
国
家
の
役
に
は
立
ち
そ
う
に
な
い
。
ｄ
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
男
女
情
痴
の
話
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
漱
石

は
大
学
に
行
か
ず
、
下
宿
に
こ
も
っ
て
、
「
文
学
と
は
何
か
」
と
い
う
大
問
題
に
取
り
組
む
。
山
積
み
の
文
学
書
を
読
ん
で
は
イ
詳
細
な
ノ

ー
ト
を
と
る
。
そ
の
あ
げ
く
神
経
衰
弱
に
な
っ
て
文
部
省
か
ら
帰
国
を
命
じ
ら
れ
る
。 

 

漱
石
は
ロ
ン
ド
ン
留
学
を
の
ち
に
こ
う
振
り
返
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
長
谷
川
櫂
『
俳
句
と
人
間
』
よ
り
） 
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続
き
は
、
入
試
問
題
事
例
集
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
・
・ 



解
答
に
字
数
指
定
が
あ
る
場
合
は
、
句
読
点
や
括
弧
な
ど
の
記
号
も
一
字
と
数
え
る
。 

 
問
一 

二
重
傍
線
部
１
～
５
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
記
し
な
さ
い
。 

 

問
二 

二
重
傍
線
部
ア
～
オ
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
し
な
さ
い
。 

 

問
三 

波
線
部
ａ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
修
辞
技
法
の
名
称
を
正
し
く
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 問

四 

波
線
部
ｂ
～
ｄ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
二
五
字
以
内
で
分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。 

 
 

 
 

ｂ 

見
る
に
見
か
ね
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｃ 

壁
に
直
面
す
る 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

ｄ 

つ
ま
る
と
こ
ろ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
五 

傍
線
部
Ｊ
の
「
不
安
が
偉
大
な
作
家
に
育
て
あ
げ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
六
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
六 

傍
線
部
Ｋ
「
そ
の
せ
い
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
二
〇
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。 
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き
は
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入
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事
例
集
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
よ
り
ご
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い
た
だ
け
ま
す
・
・
・
・
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解答はすべて解答用紙に書きなさい。  

 

Part I. 次の文（1〜10）の空欄に入れるのに最も適切なものを、それぞれ下の

a〜d の中から１つ選び、その記号を◯で囲みなさい。 

 

1. When my brother was in university, he (     ) in Japanese literature.  

    a. examined     b. majored     c. studied     d. learned 

 

2. My sister loves animals. She works in the zoo and takes (     ) pandas.  

    a. part in     b. place at     c. care of      d. advantage of 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・続きは、入試問題事例集ダウンロードよりご覧いただけます・・・・・・ 

 

 

Part II. 次の文（11〜18）の空欄に入れるのに最も適切なものを、それぞれ下

の a～d の中から１つ選び、その記号を◯で囲みなさい。 

 

11. Kyoto, (     ) I grew up, is an old capital of Japan. 
 
  a. which       b. that       c. where      d. when 
  
 
12. Haruka probably has as (     )  two hundred CDs. 
 

a . much as     b. many as    c. more than    d. less than 
 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・続きは、入試問題事例集ダウンロードよりご覧いただけます・・・・・・ 
  
 



Part III. 次の対話（19〜21）の空欄に入れるのに最も適切なものを、それぞれ

下の a～d の中から１つ選び、その記号を◯で囲みなさい。 

 

19.   

A:  Are you ready to order, ma’am? 

B:  Let’s see. I guess I’ll try Today’s Special. 

A:  Certainly. Would you (                   ) ? 

B:  Just a glass of soda, please. I have to drive home. 

 

    a. like to cook by yourself 

    b. take care of your kids 

    c. like beef or chicken 

d. care for something to drink 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・続きは、入試問題事例集ダウンロードよりご覧いただけます・・・・・・ 

 

Part IV. 次の文章 (A)と(B) を読んで、日本語で書かれた 22～25 の質問に英

語で答えなさい。 

 

(A) Recently, many doctors are recommending that young parents massage 

their infants because it has a positive effect on both the parents and infants. 

Interestingly, one research project focused on another effect of infant massage. 

Comparing elderly volunteers giving massage to infants with volunteers 

receiving massage themselves, researchers found that more benefits were 

obtained from massaging the infants than from receiving massage. These 



results clearly show the importance of touch therapy.  

出典：園城寺康子 他著 (2016)『Think Positive: Healthy Living in Today’s World』株式会社 南雲堂, p. 49 (設問の

ため一部改稿) 

 

(注)  
・infants: (乳)幼児      ・focus on … : (…に) 焦点を当てる  
・obtain: (…を) 得る    ・touch therapy: マッサージ療法 

 

22. 最近多くの医者は若い親が(乳)幼児にマッサージをすることを勧めている。

それは誰に対して良い効果があるからか。本文からその答を述べた部分を抜き出

して解答蘭に書きなさい。 

 

答：                                                                  

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・続きは、入試問題事例集ダウンロードよりご覧いただけます・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


